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い実状からしても,本書の刊行は,東南アジアの農業

経済問題研究のうえに喜ば しい｡

本書が強調しているのは,序説 (第 1章)に明らか

なように,欧米の農業経済学理論は東南アジアの農民

経済に適応 Lがたい面が多いから,この農民経済の実

態から理論が再構成され,研究分析方法が再検討され

なければならないとの点につきる｡

これを受けて,第 2章は欧米経済学著と東南アジア

農村経済と題 し,"grass･rootsHlevel,すなわち,零

細な独立農民経営者段階における一般的な問題点の所

在を指摘する｡とくに,小規模仲介業者,農村金融,

販売加工サービスなどの問題がとりあげられる｡

第 3章はマラヤで農業開発政策として高いプライオ

リティの与えられている 1andsettlementprogram,

第 4章は小規模農民経営における機械化の問題をとり

あつか う｡いずれも実態調査の資料にもとづ く｡

第 5章は既存の小規模なゴム栽培経営地域の実態分

析であり,とくに農業経済学専攻学生がいかに調査を

進めうるかとの具体的事例を示そうとする｡

第 6章は,マラヤ農業の重要問題である米作小規模

経営をとりあつかう｡また,同時にこの小規模経営研

究に役立ちうる分析方法を示す｡

最後の第 7章で,マラヤが直面する最も深刻な複合

社会の開発問題にとりくみ,nationallevelの研究の

方法が示される｡ここでは,農村経済の研究が,いか

にこのマラヤの基本的な問題 の解決に貢献しうるか

を,具体的データにもとづき,強調する｡

この内容からうなずけるように,本書は,東南アジ

アの農村経済の研究というよりも,むしろマラヤ農村

経済の研究というべきである｡もっとも,ここに示さ

れた分析方法や思考体系は,マラヤ以外の東南アジア

諸国にも適用され うるだろう｡それにしても,諸国間

の農業経済の問題は,あまりにも違いすぎるのではな

いかと思われる｡

わたくLは,むしろ分析方法よりも,本書がマラヤ

農業経済の基本的な問題点をあますところなくとりあ

げ,しかも実態分析によって,それを裏づけているこ

とを高 く評価する｡マラヤの農業経済学教育上,副教

科書であることをねらっていて木書 のひ とつの目的

は,十分に達せられていると思う｡また,マラヤ農業

経済問題の研究のための,入門的な役割をはたすもの

として,必読のものだと考えられる｡ (本岡 武)

第3巻 第5号

K.G.Tregonning:AHistoryofModern

Malaya.UniversityofLondonPress,Singa-

pore,1964.339p.

著者はオーストラリア人で,オックスフォ- ド大学

に学び,1953年以来シソガポ-ルにあってマレ-シア

の歴史研究に従事,すでに数冊の書を著わし,現在シ

ンガポール大学のラッフルズ歴史教授である｡1960年

には JournalofSouth-EastAsianHistoryを創刊

し,その編者となって現在に至っており,学者として

既に定評がある｡

本書はマラヤ近代史の概説書で,著者が編するHis-

toryofModernSouthEastAsiaSeriesの第 1冊と

して刊行されたものであり,かつて著者がマラヤ大学

(現在のシンガポール大学)の史学科で行なった講義

内容をその中核としたものという｡

すべて15章より成 り,18世紀までの部分を扱った初

めの3章を除く残 り12章は,19-20世紀時代にあてら

れ,最後の葦では merdeka(独立)以後1963年までに

ついて述べ,題名にふさわしい内容である｡(もっと

も著者は15世紀のマラッカ王国の創立とイスラム教の

受容をもって近代マラヤの成立とみなしているがC)

ところで本書の最も特色とするところは何かという

のに,それはマラヤの側からみたマラヤ史であるとい

う点であろう｡従来のマラヤ史は植民地支配者からみ

たマラヤ史か,そうでないまでもマラヤ外からみたマ

ラヤ史であった｡Swettenham や Winstedtなどの戦

前のマラヤ史はもとより,マラヤ独立後の著作である

J.S.Jessey:HistoryofMalaya,1400-1959,1961.

や G.Kennedy,M.A.:A HistoryofMalaya,A D.

1400-1959,1962,でさえも,このよ うな見方から

脱脚していない｡それに対して本書は徹頭徹尾マラヤ

を中心に,マラヤ側からみたマラヤ史を書き綴ってい

る｡

中でも著者が第 3章において,従来のほとんどの史

家が16-18世紀のマラヤを,ポル トガル又はオランダ

の支配時代としているのを根本的な誤 りだとして斥け,

マラヤの側からみる限り,この時代はむしろ ｢アチェ

一 ･ミナンカバウ･ブギの時代｣とすべきだと述べて

いるのや,第8章において19世紀末から20世紀初めに

かけてのマラヤ史を説き,連邦の成立や,シャム属北
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部諸邦の英保護国化などよりも,この間におけるマラ

ヤ内部における複合社会の成立を重視詳述しているな

どは特筆に備する｡

著者は従来とか く強調されすぎていたヨーロッパ人

のマラヤ支配の意義をマラヤ的立場から再吟味しよう

とし,半面マラヤを構成している諸民族のマラヤ史上

における活動を重視したOなお,著者はマラヤはその

内外から総合的に把握すべきであるとして,とくにマ

ラヤ社会史の研究の必要性について述べているが,こ

れは著者もいう通 り今後の研究の課題であろう｡

とにかく本書はマラヤ史概説書として注目すべき署

作であるが,それだけに今後の研究に待つべき箇所 も

多く含まれ,それは著者白身も認めているところであ

る｡また細部には明かに著者の誤解と思われる箇所も

見うけられる｡しかし 何れにしても今後のマラヤ史

研究に一つの方向を与えたものであ り,新 しい研究者

の入門書として,また現在のてラ十を最もよく理解さ

せる手引書として大いに(翻すrIあるものと言えよう｡

(藤原利一郎)

TheInternationalBankforReconstruction

andDe,velopment:TheEconomicDevelop-

mentoftheTerritor_vofPapuaandNew

Guinea.JollnHopkinsPress,Baltimore,1965,

468p.

東部ニ:.I-ギニ7は,政治的には,現在はオースト

ラリアの支配下にある｡第二次大戦のあいだ,この地

域が戦場となったためもあり,また,西部ニ:7--+:ニ

了がイン ドネシア領のイリ7ンとして,オランダから

独立した形になったこともあ一一)て,十一ス トラリアと

してほ,ここを今までのような未開の状態で放置して

おくことが許されなくな り,その開発をはじめた｡そ

こで,今後の経済的開発,投下㌢t,=本の有効な使用方法

()う一助として,オー ス トラ リア政府が世界銀行に対

し,この地方の生産機構の現状分析 の調査を委嘱し

た｡世鋸はこれに対 して10人の専門家より成る, 6う

国人U:)ミ､ソシ-Jンをおくり,1963年 5月以降, 3カ月

にわたる調査によ-)て,これに答えた｡本書はこの ミ

ッションの ドラフトを整 理 したものである;

元来の目的が,経済状態を概観し それによって,

政策立案を助けるということである♂)二,われわれの

セソ//-CJ)<lr,うな,F'‡然,社会,人文を総合 した調作

紹 介

計画とは,かな り目標に-だた りがあ り,わるくいえ

ば,西欧社会からみたときの,ニューギニアの利用価

値を論じているようなフシが少なくない｡スカルノに

いわせれば,これも新植民地主義のデータになるかも

知れない｡ しかし内容は,一応自然条件から説きおこ

し,農業 ･林業 ･漁業 ･鉱業を分析的に述べ,つい

で,第二次産業におよび,物資の移L乱入,貿易関係,

衛生,教育,金融に及んでいる｡東部ニ∴-ギニアに

関心を もつ ものに とってほ,概念的な知識が得られ

て,ありがたい｡

本書を通 じて得た印象は,この地の開発がかなり南

米の北部 (コロンビアやエクア ドル)に近似性がある

ことである｡海岸には,ポ- ト･モレスビーのような

商業都市が発達するが,その周辺は,熱帯降雨林であ

り,低緑地であって,開発の対,昭になりがたく,む し

ろ内陸の出店地帯で,風土の混和のところから開発が

はじま-つてゆ く｡これはデルタ地帯を中心として開発

されている東南アジアとは逆の現象である｡)その理由

が何であるかは将来のこととして,ことに未開の山地

民族の社会がジェノト旅客機を媒介として,いきな り

コカコラ文化に触れ合うことになったOいうならば,

て1,/-人をさしおいて,サカイ族がまず西欧の文化に

ぶつか っているわけである｡これはたい-ん注目1べ

きことのように思われる｡ (吉井良三)

机良惟一 ･東南アジアの教 育 二, 艮主教 育協

会,東京,1伽-)5,57p.

1964年にFF,;-L古がこの地域に滞在中入手 した新 しい須

料によ-〕て景述されている小冊子だが,類書少ない分
野に関する示唆に富んだ興味深い述作である｡東南ア

ジアにおける教育要求,東南アジア各国の教育の現状

と問題点,東南アジアの教育に対する援助と協力の 3

部から成っているこ

第 1部では,東南アジア諸国の多 くは柚艮地からU)
独立国であること,ナシ三'ナ リズムの高場,経済開発

の必要性,人l明拍LI-の対応,園教化宗教の教育力,

少数民族の同化政策など,総じて国の近代化の要請が

強い教育要求となって現われていると指摘している｡

第 2吉;は 本書のうち大部分のべ-ジ数を占め 控苫u)

足跡を印した東南アジアの9カ国について,国民教育

の現状をビビ L/ドに描いているービルマでは社会主義

隼命以来,性 民教育に力を入れているが,政情不安定
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